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Ⅰ 事業概要 

１ 令和４年度 事業報告 

本年度は、昨年度に引き続き新型コロナウイルス感染対策に努める一方、予定どおりの事

業を実施できたことで、利用者数は前年比７１．７％増となった。 

展示では、昨年度末からの継続事業である第１６回特別企画展「作家からの手紙Ⅱ」のほ

か、夏期に特別企画展「山口長男の“ことば”と“かたち”」を実施した。旧川内文化ホー

ルに設置されていた山口長男デザインの緞帳がサンアリーナせんだいへ移設されたことにあ

わせて、山口長男の絵画や焼物などの作品を多く収蔵している枕崎市文化資料センター南溟

館より資料を借用して、作品とともに山口長男の人となりを紹介した。里見弴生誕記念展示

では収蔵資料や随筆を通して里見弴の暮らしぶりを紹介した「長寿万歳！作家里見弴の生

活」、トピック展示では、ＮＨＫ大河ドラマ「鎌倉殿の１３人」に関連した戯曲・武者小路

実篤「実朝の死」を紹介した。里見弴の命日にあわせて例年実施している「里見弴 大寒忌

コーナー」も来館者増につながった。 

教育普及活動では、第１２回まごころ児童絵画展や第１６回特別企画展に関連したワーク

ショップの実施、おはなし会を開催したことにより、子どもたちの利用促進につながった。

ほかにも「まごころ文芸講座」として、文学への興味・関心を高める５講座を開講した。 

名作シネマ上映会は新型コロナウイルス感染症対策による人数制限等も解除され、年間を

通して上映できた。シネマトーク＆上映では上映作品「シェイクスピアの庭」の見どころや

制作秘話などを、当館の運営協議会委員でもある鹿児島国際大学の小林潤司氏に講話いただ

いた。いきいき生涯学習事業では、隣接する歴史資料館との合同企画として、当館収蔵資料

である山本直純氏愛用の大橋ピアノの演奏に合わせて踊るなど、博物館にダンスを取り入れ

た新しい試みを実施した。 

また、新聞社からの依頼ではあるが、昨年度より連載している「南九州文学の碑（いしぶ

み）」など学芸員個人による定期的な新聞への寄稿により、館のＰＲ活動にもつながった。

その他、市民団体等による企画展示室を利用した美術展、写真展などの開催や、多目的映像

ホールの利用など、施設の利用促進が図られた。 

 新型コロナウイルスの感染症対策については、本年度３月からマスク着用等の緩和、令和

５年度は感染法上の５類に引き下げられるが、引き続き安心して来館してもらえるよう努め

ながら、各種事業に取り組んでいきたい。博物館の基本的機能として、資料の収集・保管、

調査・研究、展示、教育普及は、どの機能も欠かすことはできない。当館には全国に誇れる

資料が多数収蔵されており、学術面での調査・研究成果を取り入れた観光面へのアプローチ

や生涯学習の推進を模索しながら、市民に愛される博物館を目指すとともに、開館２０周年

として、関連事業の実施、老朽化による施設改修の検討など、博物館を発展させていくため

に更なる創意・工夫に取り組みたい。 
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２ 生誕記念事業 

里見弴生誕記念展示「長寿万歳！作家里見弴の生活」 

期  間：令和４年７月１２日（火）～８月２８日（日） 

４３日間 ＊休館日除く 

場  所：２階ホール 

内  容：里見弴関連の収蔵資料とともに、晩年まで充実した 

暮らしぶりを紹介した。 

来 場 者：３３９名 

 

３ 展示 

（１）第１６回特別企画展「作家からの手紙Ⅱ」 

期  間：令和４年３月２３日（水）～５月８日（日）４２日間 

来 場 者：４８５名（令和３年度  ８名、３月２３日～３１日  ８日間） 

         （令和４年度４４７名、４月１日～５月８日 ３４日間） 

 

（２）第１７回特別企画展「山口長男の“ことば”と“かたち”」 

期  間：令和４年８月２日（火）～９月２５日（日） 

４９日間 ＊休館日除く 

※９/１８、９/１９台風接近により臨時休館 

場  所：企画展示室 

内  容：本市出身の画家山口長男（たけお）の著作とともに    

絵画や絵皿などの作品を枕崎市資料センター南溟館  

より借用して展示した。 

来 場 者：４１９名  

【ワークショップ】「ことばをかたちで描こう」 

実施日時：令和４年８月２７日(土)、２８日(日)１３：００～１６：００ 

              ９月１７日(土)、２４日(土) ９：００～１６：００ 

場  所：企画展示室前コーナー 

内  容：特別企画展「山口長男の“ことば”と“かたち”」にあわ   

せて実施。「言葉」からイメージを膨らませ、丸、三角、四 

角の「形」を使って、その言葉をコラージュで表現した。  

参 加 者：７名 

 

（３）トピック展示 

期  間：令和４年１１月１日（火）～１２月２５日（日） 

４８日間 ＊休館日除く 

場  所：１階常設展示室 

内  容：「改造」昭和５年１０月号で発表された武者小路実篤 

の原稿「実朝の死」を展示した。 

来 場 者：７４７名            
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（４）里見弴 大寒忌コーナー 

期  間：令和５年１月１７日（水）～ ２月２６日（日） 

３６日間 ＊休館日除く 

場  所：２階展示室 

内  容：里見弴の命日にあわせて、「大寒忌コーナー」を設け 

当市とのゆかりを紹介。本年度は、令和５年の干支にち 

なんで弴旧蔵の「泉鏡花全集」を展示し、泉鏡花との関 

係をマンガにして紹介した。 

来 場 者：２３２名 

 

（５）第１２回まごころ児童絵画展 

期  間：令和４年１２月３日（土）～ 

令和５年１月９日（月/祝）２８日間 ＊休館日除く 

場  所：企画展示室 

内  容：子どもたちの自由な発想・伸びやかな表現が当館で 

顕彰する作家里見弴の「まごころ哲学」に通ずるも 

のと考え、平成２３年度から開催している。 

本年度は、市内小学校２４校、義務教育学校１校 

から出品された２５６点の作品を展示。 

来 場 者：６９１名 

 

【体験コーナー】 干支ぬり絵 

期  間：令和４年１２月３日（土）～ 

令和５年１月３１日（火）４６日間 ＊休館日除く 

場  所：企画展示室(12/3～1/9)、１階廊下(1/11～1/31) 

内  容：令和５年の干支である卯のイラストに色を塗り、 

展示スペースに作品を貼った。☆自由参加 

        (１2/3～参加者 20 名 1/11～1/31 絵画展終了後) 

 

４ 普及活動             

（１）まごころ文芸講座 

① 楽しく学ぶ薩摩狂句 

鹿児島弁の意味や使い方、薩摩狂句の定義・基本定型・規定などを学び、鑑賞・作句 を

通して薩摩狂句を親しむ講座。作句や添削指導の他に 

相互批正を行った。 

期  間：令和４年５月～１２月（全７回） 

時  間：毎月第１土曜日（５月は第２土曜日） 

１０：３０～１２：００ 

講  師：福冨 則義氏（川内まごころ文学館元館長）    

受講者数：登録１２名  延べ８０名 
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② 名詩を歌う～思い出とともに～ 

明治から大正期に作られた唱歌・童謡を季節ごとにとりあげ、作者や詩につい学び歌う

講座。最終回には、講座生による発表会を行い、歌う曲にまつわる思い出のエピソードを

講座生が語った。 

期  間：令和４年５月～令和５年３月（全９回） 

時  間：毎月第２土曜日 

 １３：３０～１５：００ 

講  師：齊藤 玲子氏（声楽家） 

伴  奏：髙城 真理子氏（ピアノ） 

受講者数：登録１３名  延べ８４名 

     ※３/１８発表会 来場者１５名 

 

③ あいうえおから始める文字講座 

文学作品を手本に用いて、ひらがなやカタカナを基礎から学び、楷書・行書できれいな

字が書けるように練習した。※硬筆 

期  間：令和４年５月～令和５年３月（全９回） 

時  間：毎月第３金曜日 

１０：３０～１２：００ 

講  師：青崎 テル子氏（日本習字講師） 

受講者数：登録２４名  延べ１５４名 

 

④ 源氏物語を読む～物語を彩る人びと～ 

源氏物語「明石」巻「澪標」巻を鑑賞し、現代語訳や作品の歴史的背景などの解説を行

う講座。全５４巻を順に解説。 

期  間：令和４年５月～１０月（全５回） 

時  間：毎月第４日曜日※初回のみ開講式９０分 

１０：３０～１１：３０ 

講  師：廣尾 理世子氏 

（鹿児島純心女子中学・高等学校教諭） 

受講者数：登録２１名  延べ８９名 

 

⑤ 優しい朗読～はじめの一歩～ 

はじめての方でも分かりやすく、朗読に必要な基礎（発声、間、イントネーションなど）

を学び、文学作品を楽しく声に出して味わう講座。 

期  間：令和４年５月～令和５年１月（全８回） 

時  間：毎月第３金曜日１３：３０～１５：００ 

講  師：浜本 麗歌氏（朗読家） 

受講者数：登録１２名  延べ６７名 
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（２）おはなし会 

読み聞かせボランティアによる幼児の親子を対象としたおはなし会。絵本、紙芝居など  

の読み聞かせ、手遊び歌、簡単な工作など。文学の入り口としてものがたりに触れる機会と

した。 

場 所：企画展示室 

    出 演：読み聞かせボランティアグループおはなしグループまごころ 

    対 象：幼児とその保護者 

    参加料：無料 

 

（３）名作シネマ上映会及び特別上映 

上映権を持つ松竹、シネマ雄、ＭＭＣを中心に素材を借用して上映。作品は、当館と関 

連の小津安二郎監督、各種受賞作品を選定。上期はアンケートを実施し、結果を反映して８

月には「ひまわり」（撮影地：ウクライナ）を午前午後の２回、２月には「居眠り磐音」

（２０１９年公開、原作：佐伯泰英）を上映。 

実施日：毎月第３土日を中心に年間２９作品を上映 

会  場：多目的映像ホール 

上映開始：１０：００～ ※シネマトークは１０：２５～ 

定  員：９５名 /一部先着５０名＊事前予約制 

    料  金：無料 

イベント名 日 時 場 所 
人数（名） 

参加者 ボランティア 

春のおはなし会と 

風車作り 

令和４年５月１５日（日） 

１０：３０～１１：１５ 
企画展示室 

大人１７ 

未就学児１６ 
５  

夏のおはなし会 

（工作「紙コップ万華鏡」） 

令和４年７月１８ 日 (月/祝) 

１０：３０～１１：１５ 
企画展示室 

大人１６ 

未就学児１６ 
５  

秋のおはなし会 

（「にじいろのさかな～ぼ

うけん編」上映２４分） 

令和４年１１月１３日（日） 

１０：３０～１１：４０ 

企画展示室 

映像ホール 

大人１４ 

未就学児１４ 
９  

冬 の お は な し 会

（「てぶくろを買いに」 

上映１５分） 

令和５年２月２６日（日） 

１０：３０～１１：３０ 

企画展示室 

映像ホール 

大人１７ 

未就学児１５ 
６  

合 計 １２５ ２５  
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 上映日 作品名 
入場者数 

（人） 

第１回 ４月３０日 お早う １７ 

第２回 ５月 １日 秋刀魚の味 ２５ 

ゴールデンウイーク特別上映 ５月 ５日 カンフーパンダ３(吹替版） ２３ 

第３回 ５月２１日 最高の人生の見つけ方 ７９ 

第４回 ５月２２日 あ、春 ５１ 

第５回 ６月１８日 風をつかまえた少年（字幕） ３７ 

第６回 ６月１９日 ８年越しの花嫁 奇跡の実話 ８６ 

第７回 ７月１６日 異人たちとの夏 ４２ 

第８回 ７月１７日 はじまりのみち ５７ 

夏休み特別上映 ８月 ７日 ＳＩＮＧシング（吹替版） ４０ 

第９回 ８月２０日 二十四の瞳 ５５ 

第１０回 ８月２１日 ひまわり HD リストア版（２回上映） 
４２ 

５８ 

第１１回 ９月１７日 僕のワンダフルライフ（字幕） ２８ 

シネマトーク ９月２３日 シェイクスピアの庭（字幕） ５４ 

第１２回 ９月２４日 
ヴィクトリア女王 最後の秘密 

（字幕） 
３５ 

第１３回 １０月１５日 魚影の群れ ５４ 

第１４回 １０月１６日 時代屋の女房 ５４ 

第１５回 １１月１９日 グリーンブック（字幕） ４５ 

第１６回 １１月２３日 素晴らしき哉、人生！（字幕） ４４ 

第１７回 １２月１０日 レベッカ（字幕） ３３ 

第１８回 １２月１１日 三匹の侍 ４０ 

冬休み特別上映 １２月２５日 東京ゴッドファーザーズ ３０ 

お正月特別上映 １月 ７日 ＡＮＮＩＥアニー（字幕） ２５ 

第１９回 １月１４日 モリのいる場所 ４９ 

第２０回 １月１５日 グレンミラー物語（字幕） ３３ 

第２１回  ２月１８日 居眠り磐音 ６３ 

第２２回  ２月１９日 学校 ６１ 

第２３回 ３月１８日 天城越え ８６ 

第２４回 ３月１９日 つぐみ ６２ 

合   計 １，４０８ 
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（４）令和４年度 シネマトーク＆上映 

「シェイクスピアの庭」の世界～人生の秋に来し方を振りかえる詩人～ 

日  時：令和４年９月２３日（金/祝） 

トーク ９：３０～１０：１５ 

上 映１０：２５～１２：０６ 

※台風１４号接近に伴い日程変更 

場  所：多目的映像ホール 

講  師：小林 潤司 氏（鹿児島国際大学教授） 

内  容：上映予定作品「シェイクスピアの庭」の上映に 

あわせて鹿児島国際大学教授小林潤司氏に見ど 

ころなどをお話しいただいた。 

     料  金：無料 

     定  員：先着９５名/事前予約制 

来場者数：５４名 

 

（５）夏の子ども上映会 

     日  時：７月３０日（土）、８月６日（土）、８月１１日（木/祝）、 

８月２７日（土） １０：００～ 

     場  所：多目的映像ホール 

     内  容：文学の入り口としての絵本を原作とする動く絵本の映像化作品を選定。 

          上映前トークで作品紹介、同じ作者の絵本の読み聞かせを行う。 

     料  金：無料 ＊薩󠄀摩川内市視聴覚ライブラリーより素材を借用 

     定  員：先着９５名/事前予約制 

     来場者数：７６名 

実施日 上映作品 上映時間 
参加者（名） 

家族数 参加数 

７月３０日（土） にじいろのさかな ２４分 ７ ２１ 

８月 ６日（土） はらぺこあおむし ３３分 ９ ２７ 

８月１１日（木/祝） レオ・レオニ ５つの名作集 ２８分 ８ ２４ 

８月２７日（土） 星の王子さま ３０分 ２ ４ 

合 計  ２６ ７６ 

 

（６）読み聞かせボランティアおはなしグループまごころ定例会 

   期 間：毎月第１金曜日１０：００～１２：００及び随時 ＊通年 

   内 容：当館のボランティアグループの定期的な話し合い、研修のための会合。 

       おはなし会練習、プログラム作り、選書 ほか。 

   参加者：２３回のべ１００名 （登録数：４～９月 ６名、９月～ １０名） 
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（７）読み聞かせ養成講座 

当館のおはなし会、読み聞かせに関するイベントの出演者のスキルアップ及び当館の読 

み聞かせボランティアグループまごころへの新規登録を増やすため、実践的な講座を開催。 

    実 施 日：７月１日、７月１５日、８月５日 各金曜日（全３回） 

時  間：１０：００～１２：００ 

場  所：多目的映像ホール 

講  師：鳥羽 啓子氏（県立図書館ボランティアグループ「さざなみ」代表） 

    受講者数：登録３２名  延べ５６名 ＊まごころ登録者３件 

 

 （８）いきいき生涯学習事業 両館合同企画「心と体を解き放とう！ＣＩダンス体験」 

    日  時：令和４年１１月２０日（日） 

         １０：００～１１：３０ 第１部ワークショップ 参加者１５名 

         １３：３０～１４：３０ 第２部ダンスパフォーマンス 参加者１１名 

    場  所：企画展示室 

    出  演：勝部ちこ氏、鹿島聖子氏（コンタクト・インプロビゼーショングループ） 

    内  容：伊佐市在住で世界的に活躍しているＣＩ（コンタクト・インプロビゼーショ           

         ン）プロダンサーによる即興ダンスのイベント。当館の収蔵資料の山本直純   

         氏愛用の大橋ピアノの演奏に合わせて踊るシーンもあった。 

 

（９）チャレンジクイズ 

    クイズを通して、展示資料や内容への理解を深めてもらうことを目的に実施。 

 

名 称 日 程 日数（日） 参加者（名） 

夏のチャレンジクイズ 
７月２３日（土） 

～８月３１日（水） 
３５ １５４ 

冬のチャレンジクイズ 
１２月１７日（土） 

～１月９日（月/祝） 
１６ １１２ 

 

（１０）「らくらく鹿児島巡り事業」継続参画 

期  間：令和４年７月１６日（土）～令和５年２月２８日（火） 

主  催：らくらく鹿児島巡り事業事務局（県観光・文化スポーツ部 PR 観光課 

受託先:東武トップツアーズ株式会社鹿児島支店） 

内  容：「らくらくめぐり」施設としてＱＲコードの設置及び利用案内販促物（パ

ンフレット・チラシ等）の設置。公式ＷＥＢサイトへの施設名掲載。 

参加者数：４名（１月１名、１２月１名、１１月２名） 

 

（１１）博物館実習・インターンシップ・職場体験・地域貢献体験研修 

学芸員資格取得を希望する博物館実習、薩󠄀摩川内市内の中学校・高校の職場体験学習、

薩󠄀摩川内市内の各小・中学校教職員の地域貢献体験研修（パワーアップ研修、フレッシ

ュ研修）を受け入れた。 
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名称 期間 実習生 

職場体験学習 
６月２８日（火） 

～３０日（木） 

東郷学園義務教育学校８年生

３名 

地域貢献体験研修（地域体験研修）

フレッシュ研修（２年目） 

７月２６日（火） 

～２８日（木） 
可愛小学校教諭１名 

薩󠄀摩川内市フレッシュ研修 

（学校教育課）＊展示解説 
８月 ３日（水） 

市教諭２１名 

学校教育課１名 

教職員研修（中堅教諭等資質向上研

修）パワーアップ研修（１０年目） 

８月２３日（火） 

～２５日（木） 

川薩󠄀清修館高校教諭１名 

（３日間） 

８月２３日(火)  

８月２５日(木)  

平佐西小学校教諭１名 

（２日間） 

教職員研修（地域体験研修） 

フレッシュ研修（２年目） 

８月２３日（火） 

～２５日（木） 

隈之城小学校教諭１名 

（３日間） 

８月２４日（水） 
平成中学校教諭１名 

高来小学校教諭１名 

インターンシップ 
９月 ９日（金） 

～１１日（日） 

鹿児島純心女子大学３名 

（３日間） 

 

（１２）刊行物 

① 令和３年度 薩󠄀摩川内市川内まごころ文学館年報 

      ＨＰダウンロード版ＰＤＦ 

② 文学館たより「文学の泉」 

第２３号、２４号 

 

 （１３）出前講座 

    ・自主事業なし 

 ・講師派遣なし 

     

（１４）その他 

① 無料開館 

名 称 期 間 対 象 
入館者数

（名） 

ゴールデンウィーク ４月２９日（金/祝）～５月５日（木/祝） すべての 

入館者 

１３３ 

県民の日 ７月１４日（木）   ８ 

敬老の日 ９月１７日（土）～９月２５日（日） 
６ ５ 歳 以

上 
 １９ 

教育・文化週間 １１月１日（火）～１１月６日（日） すべての 

入館者 

 ９２ 

お正月 １月４日（水）～１月９日（月/祝） １７３ 

「文学の泉」▸ 
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② 特別開館 

 

 

 

 

 

③ 臨時休館 

 

④ その他 

・家畜伝染病発生防止対策に伴う消毒マット１枚設置（市畜産営農課） 

依頼期間：令和４年１１月２２日（火）～ 令和５年５月３１日（水） 

そ の 他：防疫対策(高病原性鳥インフルエンザ) 

５ 施設利用 

（１）企画展示室利用実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名 称 期 間 入館者数（名） 

ゴールデンウイーク ５月 ２日（月） ２ 

夏休み ８月１５日（月） ２ 

名 称 期 間 

館内燻蒸  ５月３１日（火） 

台風１４号接近に伴う臨時休館 ９月１８日（日）、９月１９日（月） 

利用日 利用者 内  容 
利用者数 

（名） 

５月１７日～２９日 フォト倶楽部写楽 写真展・パネル展 ３００ 

１０月 ４日～１０日 ピン写連 写真展 １９２ 

１０月１２日～３０日 
薩󠄀摩川内市 

観光物産課 

「Dr コト―診療所」原

画展 
１,１４９ 

１０月３１日～１１月６日 川内美術協会 第８４回川内美術展 ３９８ 

１１月２４日 
薩󠄀摩川内市民 

まちづくり公社 
公社理事会 １８ 

１月２０日・２１日 
薩󠄀摩川内市 

中央図書館 

中央図書館教養講座

「鑑賞を楽しむ鹿児島

市立美術館と郷土ゆか

りの作家たち」 

４０ 

１月２３日～２月６日 市甑島振興局 
第２７回トンボロ芸術

村コンテスト作品展 
４５ 

２月１３日～１９日 川内水彩会 
川内水彩会員展と木彫

り教室作品展 
３３２ 

３月１６日 
薩󠄀摩川内市 

文化スポーツ課 
文学館運営協議会 ６ 
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（２）多目的映像ホール利用実積 

利用日 利用者 内  容 
利用者数 

（名） 

８月３日 市教育委員会 フレッシュ研修 ２２ 

１０月１６日 
薩󠄀摩川内市 

観光物産課 

「Dr コト―原画展」 

山田貴敏講演会 
９５ 

１０月３０日 ＥＣＣジュニア五代教室 ＥＣＣジュニア Halloween 発表会 ２２３ 

１１月４日 

～５日 
川内歴史資料館 講演会「和船と人々の暮らし」 ４０ 

１１月２６日

～２７日 

わが青春つきるとも 

上映実行委員会 

映画「わが青春つきるとも」 

＊３回上映 
１７２ 

１２月３日 市社会教育課 
2022 薩󠄀摩川内市青少年フレッシュ

体験事業事前研修会 
６１ 

１２月１０日 地域未来ネット・せんだい 

共生社会の実現をめざす舞台芸術

鑑賞会笑福亭鶴笑のパペット落語

※２回公演 

１６０ 

１月２４日 市民の健康を励ます会 映画「夢見る小学校」試写会 ４ 

１月２９日 市民の健康を励ます会 映画「夢見る小学校」上映会 ８１ 
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Ⅱ収蔵資料概況・資料保存 

１ 収蔵資料概況 

（１）種別資料収集一覧表（令和４年度） 

●主な収蔵作家 

【里見弴関係】 

里見弴，有島武郎，有島生馬，有島武，長与善郎，那須良輔 ほか 

【改造社関係】 

芥川龍之介，菊池寛，谷崎潤一郎，武者小路実篤，志賀直哉，小林多喜二，横光利一， 

井伏鱒二，林芙美子，大佛次郎，直木三十五，石坂洋次郎，堺利彦，伊藤野枝，広津和郎， 

瀧井孝作，火野葦平，高村光太郎，与謝野晶子，三好達治，吉井勇，高濱虚子，室生犀星， 

河東碧梧桐，バートランド・ラッセル ほか 

※（ ）内･･･令和４年度追加資料数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料受入時の点数のため，実際の収蔵点数とは合致しない場合や，資料区分等の見直しによって資料数の増減もある。 

 

種  別 里見弴関連 
改造社 

（山本実彦関係） 
その他 

所蔵資料実数 

（合計） 

特 

別 
資 
料 

原 稿 110（0） 239（0） 36（0） 385（0） 

書 簡 980（0） 743（0） 27（0） 1,750（0） 

装 丁 0（0） 146（0） 3（0） 149（0） 

書 画 190（5） 39（0） 40（0） 269（5） 

印 刷 物 170（0） 64（0） 73（0） 307（0） 

複 製 603（3） 142（0） 106（0） 851（3） 

視 聴 覚 71（0） 43（0） 54（0） 168（0） 

遺 品 321（0） 13（0） 61（0） 395（0） 

そ の 他 46（0） 163（0） 6（0） 215（0） 

図 書 778（3） 698（5） 2,894（63） 4,370（71） 

雑 誌 477（0） 1,053（7） 429（11） 1,959（18） 

合 計 3,746（11） 3,343（12） 3,729（74） 10,818（97） 
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（２）主な購入資料 

 

他 計３７点  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作 家 名 種 別 資 料 名 備考 

里見弴 書画 里見弴書幅 １点 

里見弴 書画 里見弴書幅「寿」  １点 

里見弴 書画 里見弴書幅「大道無門」 １点 

里見弴 書画 里見弴画「マンドリンを弾く女」 １点 

有島生馬 書画 有島生馬 短冊 １点 

‐ 雑誌 武蔵野美術 No.６６  １点 

‐ 雑誌 武蔵野美術 No.５３ １点 

‐ 雑誌 美術手帖  No.１５ １点 

‐ 雑誌 アトリエ No.３３２ １点 

‐ 雑誌 美術手帖 No.８６ １点 

‐ 雑誌 藝術新潮 １９７０年６月号 １点 

‐ 雑誌 みづゑ ９０１号  １点 

‐ 雑誌 詩學１巻２号 １点 

‐ 雑誌 美術手帖 No.５１2 １点 

‐ 雑誌 美術手帖 No.１５８ １点 

‐ 図書 人間評論集 人間別冊３ １点 

‐ 図書 短歌研究 ７巻４号 １点 

 図書 短歌研究 ７巻５号 １点 
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２ 資料修復 

収蔵資料（直筆原稿）の紙質劣化を防ぐための修繕（脱酸性化処理）を実施。 

  実 施 日 令和５年１月２５日（水）・２６日（木） 

 

（１） 脱酸化処置対象資料                      

コレクション 種別 資料名 点数 

K 雑誌 「改造」昭和 24 年 2 月号 1 冊 

K 雑誌 「改造」昭和 24 年 3 月号 1 冊 

K 原稿 「改造」昭和 24 年 4 月号 1 冊 

                                     他 計４７点 

 

（２）中性紙保存箱製作対象資料 

    ① 横関愛造原稿「広津さんと改造」 

② 里見弴原稿「立腹」        計２点  

 

 

３ レプリカ製作 

以下の作品のレプリカ・表装を作製した。   

レプリカ （１）里見弴原稿「温容」 

（２）里見弴原稿「二三の神経」 

（３）里見弴水彩画「那須岳」   計３点  

 

４ ピアノ調律 

   寄託資料である「山本直純愛用大橋ピアノ」の調律・点検を行った。  

   実 施 日：令和４年６月６日（月） 

 

５ 資料保存 

  資料保存にあたっては環境の整備を重視し、昆虫相調査・防虫処理を実施した。 

 

（１）昆虫相調査 

館内全域の昆虫相を把握することにより、的確な防除管理方策を整えるための指針 

を得ることを目的として、昆虫相調査を委託し実施した。 

  

作業工程 １回目 令和４年４月２５日 各トラップ設置、同年５月１６日回収 

２回目 令和４年１１月７日 各トラップ設置、同年１２月５日回収 

調査範囲 館内全域 

調査方法 館内各所に設置した２種類のトラップ（歩行性昆虫類捕獲用インジケー

ター・シバンムシ類捕獲用フェロモントラップ）によるモニタリング。 

結  果 最大の捕獲種はアリ類であり、文化財加害種の捕獲数はほぼ問題のない

状況であった。 
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（２）空気環境調査 

昆虫相調査に併せて、真菌類を中心とした館内の空気環境調査を委託し実施した。 

実 施 日 １回目： 令和４年４月２５日   

２回目： 令和４年１２月５日 

調査方法 真菌類採取用「ペタンチェック 25」を用い、館内２０の地点において落              

下菌を採取。 

採取方法 落下法 ２０分曝露 

結  果 館内２０ポイントで検査を実地。異常値を示すポイントはなく、空気環

境は良好な状態にあることが確認できた。 

（３）防虫処理  

① 全館燻蒸 

保存資料及び館内の虫害予防を目的として、ＳＤ剤（エコミュアーＦＴドラ 

イ：プロフルトリン炭酸ガス製剤）による防虫処理を実施した。安全・効果両面の

必要性から定期的に炭酸ガス濃度測定を行いながら燻蒸作業を行った。 

作業工程 令和４年５月３０日（月） 

資材搬入、燻蒸区域目張り、養生作業 

令和４年５月３１日（火） 

各種機材・教師虫配置および各部最終確認、ＳＤ財投役（燻蒸開始）、

館内開放（燻蒸終了）、効果判定、撤収 

② 防虫剤設置 

全館燻蒸の補足施工として、展示ケース内及び収蔵庫内の各資料周辺など、より細

かな部分に対して防虫剤を配置することにより、さらに長期に渡り昆虫類からの忌

避・防虫を図ることを目的として、エコミュアーＦＴプレートによる防虫施工を行

った。 

実施場所 川内まごころ文学館 主要区域 

       １Ｆ：企画展示室、書庫、収蔵庫１、収蔵庫２、展示室、図書コーナー、 

休憩コーナー 

２Ｆ：展示室 

施工日時 令和４年１２月５日（月） 

使用薬剤 エコミュアーＦＴプレート 

（ピレスロイド系防虫蒸散プレート：プロフルトリン） 
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Ⅲ 管理・運営 

１ 管理・運営 

平成１６年４月１日から、指定管理者制度により、市教育委員会文化課から館の管理・

運営を（公財）薩󠄀摩川内市民まちづくり公社が委託されてきた。 

令和４年度からは薩󠄀摩川内市の組織機構再編により、館の所管が教育委員から市長部 

局へ移り、経済シティセールス部の経済政策課が所管することとなった。そのうち、博 

物館資料に関しては文化スポーツ課所管となった。 

（指定管理者制度については、ｐ２０～２１薩󠄀摩川内市川内まごころ文学館条例第４～

１０条参照） 

本年度から大きく変更した体制の中、以下の修繕を行った。 

・ 加湿器シリンダー修繕 

・ 屋上防水塗装 / 雨漏り補修２ケ所（パティオ側大ガラス、はめ殺し窓）自社 

・ 館外・電気キュービクル錆止め塗装 

・ ローケースゴム取替修繕 

・ ショーケース修理 

・ 収蔵庫系統空調機Ｖベルト交換（自社） 

・ 応接コーナースイッチ類修繕 

・ 企画展示室照明器具（天井埋め込み灯）ＬＥＤ化工事５×４列２０個（自社） 

・ 直筆原稿検索システムＰＣ等入替再構築修繕（アクティブ） 

・ 企画展示室系統空調機修繕（創電工業） 

・ 両館電話設備修繕（日立） 

・ 図書コーナー照明ＬＥＤ器具４灯交換（自社設備） 

・ 監視カメラＰＣ冷却ファン交換（アクティブ） 

・ 企画展示室音響ラック改修（自社） 
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２ 川内まごころ文学館指定管理者体制 

 

 

　課
　
長　課
　
長　 　課
　
長　 　

指定管理者：（公財）薩󠄀摩川内市民まちづくり公社　学芸施設課

運営係　３

運営係リーダー　１

臨時職員　　　　１

学芸係（学芸員）１

館
　
長
　
１

課
　
長
　
１

　
課
 
長
 
代
 
理

　
（

資
料
館
学
芸
員
）
　
１

 
主
任
・
学
芸
係

 
（

学
芸
員
）

 
１

 
主
任
・
学
芸
係

　
（

学
芸
員
）

　
１

運営係リーダー　１

【資料館】

【文学館】

社会教育課
・史跡公園の大規模修繕

薩摩国分寺跡史跡公園・横岡古墳公園
・史跡公園の管理全般（小規模修繕含む）
　＊資料館に含む

臨時職員１

経済政策課
・予算措置
・施設の大規模修繕

・施設に関する助言・指導

文化スポーツ課
・資料受入れの可否
・資料館運営協議会及び文学
館運営協議会に関する事務

資料館・文学館

・施設の管理全般（小規模修繕含む）
・事業（運営）計画の作成、実施

・資料の収集、保管、調査・研究、展示に関すること
・入館料管理、市への納入処理
・博物館実習等の受入れ
・広報及び教育普及、展示解説、問い合わせ対応等
・市への報告（月次、年度）　・予算案の作成

薩󠄀摩川内市（所管課） 指　定　管　理　者

運営係　２
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３ 川内まごころ文学館運営協議会 

川内まごころ文学館運営協議会は、薩󠄀摩川内市川内まごころ文学館条例（平成１６年薩󠄀摩

川内市条例第１０４号）第２８条「市長の諮問に応じ、文学館の運営に関する事項を審議す

るため」に基づき設置された。定数は７名以内で任期は２年である。 

 

    運営協議会委員名簿                 令和５年３月３１日現在 

 

 

 

第１回協議会 

     日  時 令和４年９月８日（木） １３：３０～１５：００     

     議事内容 ・ 薩󠄀摩川内市まごころ文学館運営協議会会長及び副会長の選任について 

          ・ 令和３年度川内まごころ文学館事業実績について 

          ・ 令和４年度川内まごころ文学館事業計画及び事業報告について 

 

第２回協議会 

     日  時 令和５年３月１３（月） １３：１５～１４：４５ 

     議事内容 ・ 令和４年度川内まごころ文学館事業実績について 

          ・ 令和５年度川内まごころ文学館事業計画（案）について 

 

 

 

  

選出区分 氏 名 役 職 名 

市内の小･中・義務教育学校の代表者 池田  浩 薩󠄀摩川内市立平佐西小学校校長 

専門的知識を有する者 
川畑 清美 川内美術協会会長 

齊藤 公子 児童作家 

学識経験者 
古閑  章 鹿児島純心女子大学名誉教授 

小林 潤司 鹿児島国際大学教授 

市長が必要と認める者 内野 久子 社会福祉法人高城保育園園長 
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５ 決算 

（１）歳入  

① 入館料 193,400 円 

② 企画展示室・多目的映像ホール使用料 116,000 円 

③ 図録等収入 34,400 円 

                            計 343,800 円 

 

（２）歳出 

                                   （単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科 目 予算額 執行額 予算残額 

報酬支出 660,000 660,000 0 

諸謝金 383,000 311,750 71,250 

旅費交通費 269,000 185,300 83,700 

消耗品費 1,714,000 1,540,835 173,165 

消耗什器備品費 300,000 0 300,000 

印刷製本費 738,000 647,900 90,100 

燃料費 50,000 47,163 2,837 

光熱水費 3,990,000 3,799,468 190,532 

通信運搬費 468,000 317,766 150,234 

保険料 307,000 275,150 31,850 

委託費 10,393,000 9,757,633 635,367 

修繕委託費 1,761,000 1,760,880 120 

賃借料 2,559,000 2,310,008 248,992 

負担金 108,000 108,000 0 

租税公課 6,000 4,200 1,800 

会議費 0 0 0 

広報費 0 0 0 

著作権料 70,000 0 70,000 

報償費 76,000 63,404 12,596 

雑 費 44,000 22,944 21,056 

合計 23,896,000 21,812,401 2,083,599 
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Ⅳ 条例・規則 

１ 薩󠄀摩川内市川内まごころ文学館条例 

平成 16 年 10 月 12 日 

条例第 104 号 

(設置) 

第 1 条 市にゆかりのある文学者の作品等(以下「文学資料等」という。)を収集し、保管し、

及び展示するとともに、その調査研究及び文学に関する知識の普及活動を行うことにより、

市における文学及び文化の振興に資するため、薩󠄀摩川内市川内まごころ文学館(以下「文学

館」という。)を設置する。 

(名称及び位置) 

第 2 条 文学館の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名 称 位 置 

薩󠄀摩川内市川内まごころ文学館 薩󠄀摩川内市中郷二丁目 2 番 6 号 

(事業) 

第 3 条 文学館は、次に掲げる事業を行うものとする。 

(1) 文学資料等の収集、保管及び展示 

(2) 文学資料等に関する調査及び研究 

(3) 文学に関する講座、講演会等の開催 

(4) 文学に関する活動又は文化的催しに係る文学館の施設及び設備(以下「施設等」とい

う。)の提供 

(5) 前各号に掲げるもののほか、文学館の設置の目的を達成するために必要な事業 

(指定管理者による管理) 

第 4 条 文学館の管理は、地方自治法(昭和 22 年法律第 67 号)第 244 条の 2 第 3 項の規定によ

り、法人その他の団体であって市長が指定するもの(以下「指定管理者」という。)に行わせ

るものとする。 

(指定管理者が行う業務) 

第 5 条 指定管理者が行う文学館の管理業務は、次のとおりとする。 

(1) 文学館の施設等の維持管理に関する業務 

(2) 文学館の入館の許可(以下「入館許可」という。)及び入館許可の取消し等並びに施設等

の使用の許可(以下「使用許可」という。)及び使用許可の取消し等に関する業務 

(3) 文学館の入館に係る料金(以下「入館料」という。)及び文学館の施設の使用に係る料金

(以下「使用料」という。)の収受並びに使用料の還付に関する業務 

(4) 前 3 号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務 

(指定管理者の指定の申請) 

第 6 条 指定管理者の指定を受けようとするものは、文学館の管理に関する事業計画書(以下

「事業計画書」という。)その他規則で定める書類を添えて、市長に申請しなければならな

い。 

(指定管理者の指定) 

http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000063
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000093
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第 7 条 市長は、前条の規定による申請があったときは、次に掲げる基準を総合的に審査し、

文学館の設置の目的を最も効果的に達成することができると認めたものを指定管理者の候補

者として選定し、議会の議決を経て指定するものとする。 

(1) 事業計画書の内容が文学館の利用者の平等かつ安全な利用を確保できるものであるとと

もに、サービスの向上が図られるものであること。 

(2) 事業計画書の内容が文学館の適切な維持及び管理を図ることができるものであるととも

に、管理に係る経費の縮減が図られるものであること。 

(3) 指定を受けようとするものが、事業計画書に沿った管理を安定して行う物的能力及び人

的能力を有するものであること。 

(事業報告書の作成及び提出) 

第 8 条 指定管理者は、毎年度終了後 30 日以内に、次に掲げる事項を記載した事業報告書を作

成し、市長に提出しなければならない。ただし、年度の途中において第 10 条第 1 項の規定に

より指定を取り消されたときは、その取り消された日から起算して 30 日以内に当該年度の当

該日までの間の事業報告書を提出しなければならない。 

(1) 文学館の管理業務の実施状況及び利用状況 

(2) 入館料及び使用料等の収入実績 

(3) 文学館の管理に係る経費の収支状況 

(4) 前 3 号に掲げるもののほか、指定管理者による文学館の管理の実態を把握するため市長

が必要と認める事項 

(業務報告の聴取等) 

第 9 条 市長は、文学館の管理の適正を期するため、指定管理者に対し、その管理の業務に関

し定期に又は必要に応じて臨時に報告を求め、実地に調査し、又は必要な指示をすることが

できる。 

(指定の取消し等) 

第 10 条 市長は、指定管理者が前条の指示に従わないとき、その他指定管理者の責めに帰すべ

き事由により当該指定管理者による管理を継続することができないと認めるときは、その指

定を取り消し、又は期間を定めて管理の業務の全部若しくは一部の停止を命ずることができ

る。 

2 前項の規定により指定を取り消し、又は期間を定めて管理の業務の全部若しくは一部の停止

を命じた場合において指定管理者に損害が生じても、市長はその賠償の責めを負わない。 

(開館時間等) 

第 11 条 文学館の開館時間は、午前 9 時から午後 5 時までとする。ただし、入館時間は、午後

4 時 30 分までとする。 

2 前項の規定にかかわらず、多目的映像ホールの開場時間は、午後 9 時 30 分までとする。 

3 市長は、文学館の管理運営上必要があると認めるときは、前 2 項の開館時間又は入館時間を

変更することができる。 

(休館日) 

第 12 条 文学館の休館日は、毎週月曜日及び 12 月 29 日から翌年 1 月 3 日までの日とする。た

だし、月曜日が国民の祝日に関する法律(昭和 23 年法律第 178 号)に規定する休日に当たると

きは、その翌日以後の最初の同法に規定する休日でない日とする。 

http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000114
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000170
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000147
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000160
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000170
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000181
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000181
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2 市長は、文学館の管理運営上必要があると認めるときは、前項の休館日を変更し、又は臨時

に休館日を定めることができる。 

(入館許可) 

第 13 条 文学館の文学資料等を観覧するため、文学館に入館しようとする者は、入館許可を受

けなければならない。 

(入館料) 

第 14 条 前条の許可を受けた者(以下「入館者」という。)は、別表第 1 に定める入館料を前納

しなければならない。 

2 前項の規定にかかわらず、市長は、公益上特に必要があると認めるときは、入館料を免除す

ることができる。 

3 既納の入館料は、還付しないものとする。 

(入館の制限) 

第 15 条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当する者に対しては、文学館への入館を拒絶

し、又は退館を命ずることができる。 

(1) 公の秩序又は善良な風俗を乱し、若しくは乱すおそれがあると認められる者 

(2) 他人に危害を及ぼし、又は他人の迷惑となるおそれがある物品若しくは動物(身体障害

者補助犬を除く。)の類を携行する者 

(3) 感染性の疾病にかかっていると認められる者 

(4) 前 3 号に掲げるもののほか、施設等の管理運営上支障があると認められる者 

(入館許可の取消し) 

第 16 条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、入館許可の取消し等必要な措

置を命ずることができる。 

(1) この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。 

(2) 前条各号のいずれかに該当する理由が発生したとき。 

(3) 前 2 号に掲げるもののほか、文学館の管理運営上又は公益上必要があると認めたとき。 

(使用許可等) 

第 17 条 文学に関する活動又は文化的催しのため、施設等を使用しようとする者は、あらかじ

め使用許可を受けなければならない。許可された事項を変更しようとするときも、また同様

とする。 

2 指定管理者は、使用許可をするに当たり、文学館の管理運営上必要な条件を付することがで

きる。 

(使用の制限) 

第 18 条 指定管理者は、次の各号いずれかに該当すると認めるときは、前条の規定による許可

をしない。 

(1) 公の秩序又は善良な風俗を害するおそれがあるとき。 

(2) 文学資料等又は施設等を損傷し、汚損し、又は滅失するおそれがあるとき。 

(3) 専ら営利を目的とするものと認めるとき。 

(4) 前 3 号に掲げるもののほか、文学館の管理運営上又は公益上支障があるとき。 

(目的外使用、権利譲渡等の禁止) 

http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000198
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000214
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000634
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000228
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000246
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000246
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000266
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000246
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000266
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000309
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000279
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000309


 

25 

 

第 19 条 文学館の使用許可を受けた者は、当該使用許可を受けた目的以外の目的に使用し、又

はその使用の権利を譲渡し、若しくは転貸してはならない。 

(使用料) 

第 20 条 第 17 条の許可を受けた者(以下「使用者」という。)は、別表第 2 に定める使用料を

前納しなければならない。ただし、規則で定めるものについては、後納することができ

る。 

2 前項の規定にかかわらず、市長は、公益上特に必要があると認めるときは、規則で定めると

ころにより、使用料を減額し、又は免除することができる。この場合において、使用料の額

に 10 円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てるものとする。 

(使用料の不還付) 

第 21 条 既納の使用料は、還付しない。ただし、次の各号のいずれかに該当するときは、規則

で定めるところにより、その全部又は一部の額を還付することができる。 

(1) 天災地変その他使用者の責めに帰することができない理由により、使用できなくなった

とき。 

(2) 使用者が、使用の日の 5 日前までに使用許可の取消し又は変更を申し出た場合において

市長が相当の理由があると認めたとき。 

(使用許可の取消し等) 

第 22 条 指定管理者は、使用者が次の各号のいずれかに該当するときは、使用許可を取り消

し、又は施設等の使用の停止その他必要な措置を命ずることができる。 

(1) この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。 

(2) 許可の内容又は条件に違反したとき。 

(3) 使用者が偽りその他不正な手段により使用許可を受けたとき。 

(4) 第 18 条各号のいずれかに該当する理由が発生したとき。 

(5) 前各号に掲げるもののほか、文学館の管理運営上又は公益上必要があると認めたとき。 

2 前項に基づく処分によって、入館者又は使用者に損害が生じても、市及び指定管理者はその

責めを負わない。 

(特別の設備等) 

第 23 条 使用者は、文学館の使用に当たって、特別の設備等を施し、又は備付けの器具以外の

器具を使用しようとするときは、あらかじめ指定管理者の許可を受けなければならない。 

2 指定管理者は、管理上必要があると認めるときは、使用者の負担において特別の設備等を施

させることができる。 

(原状回復の義務) 

第 24 条 使用者は、その使用を終わったとき又は使用許可を取り消され、若しくはその使用を

停止されたときは、直ちに施設等その他の物件を原状に復さなければならない。 

2 使用者が前項に規定する義務を履行しないときは、市長においてこれを代行し、その費用を

使用者から徴収する。 

(立入検査及び指示) 

第 25 条 使用者は、市長又はその指示を受けた者が、文学館の管理運営のために行う立入検査

又は必要な指示に対しては、これを拒むことはできない。 

(損害賠償) 

http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000279
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000693
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000336
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000358
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000375
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000309
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000375
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000370
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000423
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第 26 条 文学館の施設等、展示物その他の物件を損傷し、汚損し、又は滅失した者は、市長の

指示するところに従い、これを原状に復し、又は市長が認定する損害額を賠償しなければな

らない。 

(個人情報の取扱い) 

第 27 条 指定管理者は、文学館の管理に関して知り得た個人に関する情報であって、特定の個

人が識別され、又は識別され得るもの(以下この条において「個人情報」という。)の漏え

い、滅失又は毀損の防止その他の個人情報の適切な管理のために必要な措置を講じなければ

ならない。 

2 前項の業務に従事している者又は従事していた者は、その業務に関して知り得た個人情報の

内容をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に利用してはならない。 

(協議会の設置等) 

第 28 条 市長の諮問に応じ、文学館の運営に関する事項を審議するため、薩󠄀摩川内市川内まご

ころ文学館運営協議会(以下「協議会」という。)を置く。 

(委員の定数及び任期) 

第 29 条 協議会の委員(以下「委員」という。)の定数は、7 人以内とする。 

2 委員の任期は、2 年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者

の残任期間とする。 

3 委員は、再任されることができる。 

(委任) 

第 30 条 この条例に定めるもののほか、文学館の管理及び協議会の運営に関し必要な事項は、

市長が別に定める。 

(罰則) 

第 31 条 次の各号のいずれかに該当する者は、5 万円以下の過料に処する。 

(1) 文学館の施設等、展示物その他の物件を故意又は重大な過失により損傷し、汚損し、又

は滅失した者 

(2) 第 13 条又は第 17 条に規定する許可を受けないで文学館に入館し、又は文学館を使用し

た者 

附 則 

(施行期日) 

1 この条例は、平成 16 年 10 月 12 日から施行する。 

(経過措置) 

2 この条例の施行の日の前日までに、合併前の川内まごころ文学館の設置及び管理に関する条

例(平成 15 年川内市条例第 40 号。以下「合併前の条例」という。)の規定によりなされた処

分、手続その他の行為は、この条例の相当規定によりなされたものとみなす。 

3 この条例の施行の日の前日までにした行為に対する罰則の適用については、なお合併前の条

例の例による。 

附 則(平成 18 年 3 月 30 日条例第 13 号) 

この条例は、平成 18 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 18 年 12 月 27 日条例第 87 号) 

(施行期日) 

http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000479
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000531
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000214
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html#e000000279
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1 この条例は、公布の日から施行する。 

(経過措置) 

2 改正後の第 18 条第 2 項及び別表第 2 の規定は、平成 19 年 7 月 1 日以後の使用に係る使用料

について適用し、同日前の使用に係る使用料については、なお従前の例による。 

附 則(平成 23 年 12 月 27 日条例第 40 号) 

(施行期日) 

1 この条例は、公布の日から施行する。 

(経過措置) 

2 改正後の別表第 2 の規定は、平成 24 年 4 月 1 日以後の使用に係る使用料について適用し、

同日前の使用に係る使用料については、なお従前の例による。 

附 則(平成 27 年 12 月 21 日条例第 68 号) 

(施行期日) 

1 この条例は、公布の日から施行する。 

(経過措置) 

2 改正後の別表第 2 の規定は、平成 28 年 4 月 1 日以後の使用に係る使用料について適用し、

同日前の使用に係る使用料については、なお従前の例による。 

附 則(平成 29 年 3 月 27 日条例第 5 号) 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則(令和 3 年 12 月 17 日条例第 27 号)抄 

(施行期日) 

1 この条例は、令和 4 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(令和 4 年 3 月 25 日条例第 6 号)抄 

(施行期日) 

1 この条例は、令和 4 年 4 月 1 日から施行する。 

別表第 1(第 14 条関係) 

区 分 
入 館 料  

個 人 団体(20 人以上) 年間入館券 

常設

展示 

大人 1 人 1 回につき 

300 円 

1 人 1 回につき 

240 円 

1 人 1 年間につき 

600 円 

小・中・高校生(義

務教育学校に就学

している者を含

む。以下同じ。) 

1 人 1 回につき 

150 円 

1 人 1 回につき 

120 円 

1 人 1 年間につき 

300 円 

特別展示 1 人 1 回につき 2,000 円以内で市長が定める額 

備考 

1 「常設展示」とは、文学館が平常的に常設展示室で行う文学資料等の展示をいい、「特

別展示」とは、文学館が特別に企画展示室又は多目的映像ホールで行う文学資料等の展

示等をいう。 

2 常設展示において、薩󠄀摩川内市川内歴史資料館条例(平成 16 年薩󠄀摩川内市条例第 97 号)

に規定する薩󠄀摩川内市川内歴史資料館の入館料を同時に徴収する場合における入館料

http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000181.html
http://w3.city.satsumasendai.lg.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000181.html
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は、上表の規定にかかわらず、個人の大人にあっては 240 円、個人の小・中・高校生に

あっては 120 円、団体の大人にあっては 190 円、団体の小・中・高校生にあっては 100

円、年間入館券の大人にあっては 550 円、年間入館券の小・中・高校生にあっては 250

円とする。 

3 未就学児は、無料とする。 

 

別表第 2(第 20 条関係) 

1 施設使用料 

区 分 午前 午後 1 日 夜間 
冷暖房 

(1 時間当たり) 

企
画
展
示
室 

使用者が入場料等を徴収しない場合 
円 

2,850 

円 

2,880 

円 

4,400 

円 

― 

円 

300 

使用者が入場料等を徴収する場合 3,960 4,000 6,080 ― 300 

多
目
的 

映
像
ホ
ー
ル 

使用者が入場料等を徴収しない場合 2,850 2,880 4,400 2,880 300 

使用者が入場料等を徴収する場合 3,960 4,000 6,080 4,000 300 

備考 「午前」とは午前 9 時から午後零時まで、「午後」とは午後 1 時から午後 5 時まで、

「1 日」とは午前 9 時から午後 5 時まで、「夜間」とは午後 5 時から午後 9 時 30 分までの

時間をそれぞれいう。 

 

2 設備使用料 

区分 1 回につき 

映写機 500 円 

プロジェクター 500 円 

備考 「1 回につき」とは、前項の表の「午前」、「午後」及び「夜間」の区分に応じ、それ

ぞれを 1 回として算出した回数をいう。 
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２ 薩󠄀摩川内市川内まごころ文学館条例施行規則 

令和 4 年 4 月 1 日  

規則第 20 号 

（趣旨） 

第 1条 この規則は、薩󠄀摩川内市川内まごころ文学館条例（平成 16年薩󠄀摩川内市条例第 104号。

以下「条例」という。）第 30 条の規定に基づき、薩󠄀摩川内市川内まごころ文学館（以下

「文学館」という。）の管理及び運営に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（指定管理者の指定の申請） 

第 2 条 条例第 6 条の規定による申請は、文学館指定管理者指定申請書（様式第 1 号）により行

うものとする。 

２ 前項の指定申請書には、次に掲げる書類を添付するものとする。 

⑴ 定款又はこれに類するもの 

⑵ 法人にあっては、当該法人の登記事項証明書 

⑶ 文学館の管理に関する業務の収支予算書 

⑷ 前項の指定申請書を提出する日の属する事業年度の収支予算書及び事業計画書並びに当 

該事業年度の収支計算書及び事業報告書 

⑸ 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類 

（指定通知書の交付） 

第 3 条 市長は、条例第７条の規定により指定管理者を指定したときは、文学館指定管理者指定

通知書（様式第 2 号）を交付するものとする。 

（入館券） 

第 4 条 指定管理者は、条例第 13 条の許可をしたときは、別に定める入館券を交付するものと

する。 

（無料開放） 

第 5 条 文学館に入館する者(以下「入館者」という。)のうち、次の各号のいずれかに該当する

場合は、無料開放とする。 

⑴ 企画展示室等における市民による展示等の観覧 

⑵ 前号に掲げるもののほか、市長が認める場合 

（入館料の免除） 

第 6 条 条例第 14 条第 2 項の規定により入館料を免除する場合は、次の各号のいずれかに該当

する場合とする。 

⑴  身体障害者福祉法（昭和 24 年法律第 283 号）第 15 条に規定する身体障害者手帳、精神

保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和 25 年法律第 123 号）第 45 条に規定する精神

障害者保健福祉手帳、療育手帳又は原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律施行規則

（平成７年厚生省令第 33 号）に基づく医療特別手当証書、特別手当証書、原子爆弾小頭症

手当証書、健康管理手当証書若しくは保健手当証書の交付を受けている者（１級から４級

までの身体障害者手帳又は療育手帳の交付を受けている者にあっては、付添人１人を含

む。）がその身分を証する書面を提示して入館する場合 

⑵  市内の小学校、中学校、義務教育学校及び高等学校の児童及び生徒並びに引率者が教育

課程に基づく学習活動として入館する場合 
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⑶  日曜日、土曜日又は国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号）に規定する休日

に入館する小学校(義務教育学校の前期課程を含む。)の児童若しくは中学校(義務教育学

校の後期課程を含む。)若しくは高等学校の生徒又はこれらに準ずる者として市長が認め

るものが入館する場合 

⑷  前 3 号に掲げるほか、市長が適当と認める場合 

2 前項第 1 号及び第 3 号に掲げる場合並びに同項第 4 号に該当する者のうち市長が特に認める

場合を除き、入館料の免除を受けようとする者は、市長に文学館入館料免除申請書（様式第 3

号）を提出しなければならない。 

3 市長は、前項の申請があったときは、その内容を審査し、入館料を免除することが適当であ

ると認めるときは、文学館入館料免除承認通知書（様式第 4 号）により通知する。 

（入館者の遵守事項） 

第 7 条 入館者は、条例に定めるもののほか、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

⑴  許可なく展示物に触れないこと。 

⑵  展示室では、インク、墨類を使用しないこと。 

⑶  所定の場所以外で飲食、喫煙又は火気の使用をしないこと。 

⑷  静粛を旨とし、騒がしい行為をしないこと。 

⑸  館内を汚さないこと。 

⑹  前各号に掲げるもののほか、係員の指示に従うこと。 

（使用許可等の申請） 

第 8 条 条例第 17 条の規定により文学館の施設等の使用許可を受けようとする者は、その使用

しようとする日(以下「使用日」という。)の 3 箇月前から 5 日前までの間に、文学館使用

許可申請書(様式第 5 号。以下「申請書」という。)を指定管理者に提出しなければならな

い。 

2 条例第 23 条の規定により特別の設備等を施し、又は備付けの器具以外の器具を使用しようと

する者は、申請書に使用する器具の配置図その他必要な書類を添付して提出しなければ

ならない。 

（使用許可） 

第 9 条 指定管理者は、申請書を受理したときは、その内容を審査し、適当と認めたときはこれ

を許可し、文学館使用許可書(様式第 6 号。以下「許可書」という。)を交付するものとす

る。 

2 文学館の使用の許可は、申請書の提出の順による。ただし、市長が公益上特に必要があると

認めるときは、この限りでない。  

3 許可書の交付を受けた者（以下「使用者」という。）は、その使用に際し、許可書を携帯し

ていなければならない。 

（使用許可事項の変更等） 

第 10 条 使用者は、その使用の許可を受けた事項を変更し、又はその使用を取り消そうとする

ときは、当該使用日の前日までに指定管理者に届け出なければならない。 

（使用料の納入等） 

第 11 条 使用者は、使用の許可を受けたときは、直ちに条例第 20 条第 1 項の規定による使用料

を納入しなければならない。 
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2 条例第 20 条第 1 項ただし書の規定により使用料を後納できるものは、国、地方公共団体その

他公共団体又は公共的団体とする。 

（使用料の減免） 

第 12 条 条例第 20 条第 2 項の規定により使用料を免除し、又は減額することができる場合及び

その額は、次に定めるところによる。 

⑴ 市又は市の機関が主催する行事等に使用する場合 使用料を免除 

⑵ 市又は市の機関と共催して行う行事等に使用する場合（使用者が入場料その他これに類す

るものを徴収しない場合に限る。）使用料（冷暖房に係る使用料を除く。以下この条にお

いて同じ。）を免除 

⑶ 公共的団体が公益上必要と認める事業に使用する場合（使用者が入場料その他これに類す

るものを徴収しない場合に限る。） 使用料を免除 

⑷ 市又は市の機関が後援して行う行事等に使用する場合（使用者が入場料その他これに類す

るものを徴収しない場合に限る。） 使用料の 5 割の額を減額 

（使用料の還付） 

第 13 条 条例第 21 条ただし書の規定により使用料の還付を受けようとする者は、文学館使用料

還付申請書(様式第 7 号)を市長に提出しなければならない。 

（使用後の点検） 

第 14 条 使用者は、条例第 24 条第 1 項の規定により文学館の施設等その他の物件を原状に復し

たときは、係員の点検を受け、これを引き継がなければならない。 

（販売行為等の禁止） 

第 15 条 文学館の建物及び敷地内において、市長の許可なく売店を設置し、又は販売行為等を

してはならない。 

（損傷等の届出） 

第 16 条 入館者は、文学館の施設、設備、展示物その他の物件を損傷し、汚損し、又は滅失し

たときは、直ちに文学館損傷等届（様式第 8 号）により市長に届け出て、その指示に従わ

なければならない。 

（損害賠償） 

第 17 条 条例第 26 条に規定する損害賠償は、原則として原状回復又は現物をもってしなければ

ならない。 

2 前項に規定する場合において、現物の入手が特に困難と認められるときは、市長が指定する

ものをもって賠償することができる。 

（資料等の寄贈又は寄託） 

第 18 条 市長は、文学館において収集し、保管し、又は展示する必要があると認められる市に

ゆかりのある文学者の作品等(以下「資料等」という。)の寄贈又は寄託を受けることが

できる。 

2 資料等を寄贈又は寄託しようとする者は、あらかじめ市長にその旨申し出るものとする。こ

の場合において、資料等を寄贈又は寄託しようとする者は、資料寄贈・寄託申出書（様

式第 9 号）を市長に提出するものとする。 

3 市長は、寄贈の申出に係る資料等の受領又は寄託の申出に係る資料等の受託を決定したとき

は、資料等を寄贈した者に寄贈資料受領書（様式第 10 号）を、資料等を寄託した者に寄
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託資料預り証（様式第 11 号）を交付する。 

  （寄託資料等の管理） 

第 19 条 寄託された資料等の管理は、文学館所蔵の資料等の管理に準ずるものとする。 

（寄託資料等の返還） 

第 20 条 寄託された資料等は、寄託した者の請求又は文学館の都合により、寄託資料預り証と

引換えに返還する。 

（経費の負担） 

第 21 条 寄贈又は寄託に要する経費は、寄贈した者又は寄託した者の負担とする。ただし、市

長が必要と認めた場合は、この限りでない。 

（資料等の館内閲覧） 

第 22 条 文学館の資料等の館内閲覧は、所定の場所で行わなければならない。 

2 前項の閲覧をしようとする者は、文学館資料等閲覧承認申請書（様式第１２号）により指定

管理者の承認を受けなければならない。 

（撮影等の制限等） 

第 23 条 文学館の資料等の撮影、模写、模造等（以下この条において「撮影等」という。）を

してはならない。ただし、学術研究等のため、市長が特別の理由があると認めるときは、

この限りでない。 

2 前項ただし書の規定により撮影等をしようとする者は、市長の許可を受けなければならない。 

3 市長は、前項の許可をするに当たり、資料等の管理上必要な条件を付することができる。 

（貸出し禁止） 

第 24 条 文学館が収集し、保管し、又は展示する資料等の館外貸出しは、行わない。ただし、

市長が特に適当であると認めたものについては、この限りでない。 

（その他） 

第 25 条 この規則に定めるもののほか、文学館の管理及び運営について必要な事項は、市長が

別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の日の前日までに、薩󠄀摩川内市川内まごころ文学館条例施行規則（平成 16

年教育委員会規則第 41 号）の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、この規則の相

当規定によりなされたものとみなす。 
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３ 薩󠄀摩川内市川内まごころ文学館運営協議会規則 

令和 4 年 4 月 1 日 

規則第 21 号 

(趣旨) 

第 1 条 この規則は、薩󠄀摩川内市川内まごころ文学館条例(平成 16 年薩󠄀摩川内市条例第 104 号)

第 28 条に規定する薩󠄀摩川内市川内まごころ文学館運営協議会(以下「運営協議会」とい

う。)の運営に関し、必要な事項を定めるものとする。 

(運営協議会の委員構成) 

第 2 条 運営協議会の委員は、次に掲げる者の中から市長が委嘱する。 

(1) 市内の小学校、中学校、義務教育学校を代表する者 

(2) 文学、芸術等に関し、専門的知識を有する者 

(3) 学識経験者 

(4) 前 3 号に掲げる者のほか、市長が必要と認める者 

(会長及び副会長) 

第 3 条 運営協議会に会長及び副会長を置く。 

2 会長及び副会長は、委員の互選によりこれを定める。 

3 会長は、会務を総理し、運営協議会の会議(以下「会議」という。)の議長となる。 

4 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、会長の職務を代理する。 

(会議) 

第 4 条 会議は、会長が招集する。 

2 会議は、委員の半数以上が出席しなければ開催することができない。 

3 会議の議事は、出席委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは議長の決するところによ

る。 

(意見陳述) 

第 5 条 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、意見を聴くこ

とができる。 

(庶務) 

第 6 条 運営協議会の庶務は、文化スポーツ課において処理する。 

(その他) 

第 7 条 この規則に定めるもののほか、運営協議会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定

める。 

附 則 

 (施行期日) 

1 この規則は、公布の日から施行する。 

 (経過措置) 

2  この規則の施行の日前に廃止前の薩󠄀摩川内市川内まごころ文学館運営協議会規則(平成 16 年

薩󠄀摩川内市教育委員会規則第 42 号)第 2 条の規定により委嘱されている委員は、この規則の

規定により委嘱された委員とみなす。この場合において、当該委員の任期は、令和 4 年 5 月

31 日までとする。 

 

http://w3.satsumasendai.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html?id=j27
http://w3.satsumasendai.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000190.html?id=j27
http://w3.satsumasendai.jp/reiki/reiki_honbun/r054RG00000769.html#e000000029
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＊その他 

1 令和４年度の歩み 

  

月 日 事業内容等 月 日 事業内容等 

令和４年 

３月２３日 

  

４月 ８日    

４月２９日 

 

４月３０日 

５月 ２日 

５月 ５日 

 

５月１４日 

 

５月１５日 

５月３１日 

７月 １日 

７月１２日 

 

７月１４日 

７月１６日 

 

７月１８日 

７月２３日 

７月３０日 

 

８月 ２日 

 

 

８月 ７日 

８月１５日 

 

８月２７日 

 

 

 

 

第１６回特別企画展「作家からの手紙

Ⅱ」（～５月８日） 

まごころ定例会(毎月第２金曜日) 

ゴールデンウィーク無料開館 

（４月２９日～５月５日） 

名作シネマ上映会※年間を通して定期的

に実施 

ゴールデンウイーク特別開館 

ゴールデンウィーク特別上映 

「カンフーパンダ３」 

まごころ文芸講座開始  

※年間を通して５講座を定期的に実施 

春のおはなし会と風車作り  

館内燻蒸、臨時休館  

読み聞かせ養成講座(7/1・7/15・8/5) 

里見弴生誕記念展示「長寿万歳！作家

里見弴の生活」（～８月２８日） 

県民の日無料開館 

「らくらく鹿児島巡り」継続参画

（～２月２８日) 

夏のおはなし会  

夏のチャレンジクイズ（～８月３１

日

） 

夏の子ども上映会 

（7/30・8/6・8/11・8/27） 

特別企画展「山口長男の“ことば”と

“かたち”」（～９月２５日） 

夏休み特別上映 

「ＳＩＮＧシング（吹替版）」 

夏休み特別開館 

ワークショップ「ことばをかたちで描

こう」（8/27、8/28、9/17、9/24） 

 

９月１７日 

９月１８日 

 

  

９月２３日 

 

 

 

１１月 １日 

 

 

 

１１月１３日 

１１月２０日 

 

１２月 ３日 

 

 

 

１２月１７日 

１２月２５日 

 

 

令和５年 

１月 ４日 

１月 ７日 

 

1 月１７日 

 

２月２６日 

３月１８日 

 

 

敬老の日無料開館（～９月２５日） 

敬老の日６５歳以上無料開館 

※台風１４号接近に伴い臨時休館 

（～１９日） 

シネマトーク＆上映「シェイクスピ

アの庭」の世界～人生の来し方を振

り返る人生～ 

※台風接近に伴い日程変更 

教育・文化週間無料開館 

（～１１月６日） 

トピック展示「実朝の死」 

（～１２月２５日） 

秋のおはなし会 

いきいき生涯学習事業 

「心と体を解き放とう！ＣＩダン

ス」 

第１２回まごころ児童絵画展 

（～令和５年１月９日） 

*体験コーナー干支ぬり絵 

（～令和５年１月３１日） 

冬のチャレンジクイズ（～１月９

日） 

冬休み特別上映 

「東京ゴッドファーザーズ」 

 

 

お正月無料開館（～１月９日） 

お正月特別上映 

「ＡＮＮＩＥアニー（字幕）」 

里見弴大寒忌コーナー 

（～２月２６日） 

冬のおはなし会 

まごころ文芸講座「名詩を歌う～思

い出とともに～」発表会 
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２ 職員名簿 

指定管理者 公益財団法人薩󠄀摩川内市民まちづくり公社 学芸施設課  

 

３ 利用案内 

■ 入館のご案内 ■ 

開館時間 ９:００～１７:００（入館は１６:３０まで） 

休 館 日 毎週月曜日（休日・祝日の場合はその翌日） 

駐 車 場 約４０台（隣接する川内歴史資料館と共通） 

 

入館料 

 

 

 

 

川内歴史資料館との共通入館券 

 

 

 

 

   

年間入館券（年間パスポート） ※1 年間有効 

 

 

 

 

※未就学児は入館無料 

※土日祝日に限り、小・中・高校生は入館無料 

 

役職・係 氏   名 

学芸施設課長 岩元 信一 

館  長 德丸 幸男 

課長代理 吉本 明弘 

主任・学芸係 財部 智美 

学 芸 係 立野 いづみ 

運営係リーダー 永田 睦子 

運営係 濱田 康二  前田 敏郎 
下山智久(臨時職員) 

(令和 4 年 6 月から) 

大     人 小・中・高校生 

３００円（２４０円） １５０円（１２０円） 

※（ ）は 20 人以上の団体        

大     人 小・中・高校生 

４００円（３２０円） ２００円（１６０円） 

※（ ）は 20 人以上の団体         

大     人 小・中・高校生 

６００円（９００円） ３００円（４００円） 

※（ ）は川内歴史資料館との年間共通入館券   
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４ 交通案内 

○九州新幹線でＪＲ博多駅からＪＲ川内駅下車 （最短約 1 時間 10 分） 

○鹿児島空港からエアポートシャトルバスを利用して川内駅下車 （約 1 時間 20 分） 

○ＪＲ川内駅から車で約 7 分 （くるくるバスご利用の方は「歴史資料館前」下車） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行日 令和５年８月  

発 行 薩󠄀摩川内市川内まごころ文学館 

〒895-0072 

鹿児島県薩󠄀摩川内市中郷二丁目 2-6 

TEL：0996-25-5580 FAX：0996-20-0818 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：https://magokoro-bungaku.jp/ 

ｅﾒｰﾙ：magokoro@po4.synapse.ne.jp 

https://magokoro-bungaku.jp/
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